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君たちが世界だ。
世界をつくるのは君たちの言葉だ。 
Change the world with your words.

世界が間違いを犯そうとするとき、君はそれを止める力を持てるか。
君はそれを止める言葉を持てるか。
世界が愛を見失いそうになっているとき、君はそれに光をあてることができるか。
君はその光に仲間をあつめることができるか。
世界を動かそうとするとき、君はまず目の前にいるひとりを動かさなければならない。
そのひとりの胸のなかにある心を動かさなければならない。
つまりそれは、ひとりの心を動かすことができたなら、
世界を動かすことができるということだ。
君の言葉は、国境を越えて、人種を越えて、時を越えて、文化を越えて、
それを必要とするひとに届くか。
世界に届く言葉をもて。その言葉で責任をもて。
ＷＡＳＥＤＡは、そういう人間を作る場所だ。
その言葉を学ぶ場所だ。
ＷＡＳＥＤＡよ、そして未来を作り出せ。

　早稲田大学は、新入生のみなさんに
歓迎の想いを込めて、3月末から4月上旬
にかけて、キャンパスに特大のメッセー
ジボードを掲出しました。メッセージに
は、「早稲田という無限の可能性の世界
へようこそ」という意味が込められてい

ます。早稲田で多くの仲間と出会い、と
もに学ぶ日を思い描き、持てる力をいか
んなく発揮してほしいという願いが込め
られています。
　ボードには、各界で活躍されているＯ
Ｂ・ＯＧに登場いただいています。晴れ

て早稲田大学の一員となった新入生の
みなさんに、様々な舞台で活躍するＯＢ・
ＯＧの姿を目にしてもらうことで、自分た
ちの将来の姿を思い浮かべてほしいと
願っています。
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2015年度卒業式、
2016年度入学式を挙行
　2016年3月24日、25日、26日に、2015年
度学部・芸術学校卒業式、大学院学位
授与式が行われました。今回は、新記念
会堂（仮称）新築工事のため、大隈記
念講堂他にて、各学部、学校、大学院ご
とに行われました。
　この日、学部卒業者9,312名、芸術学
校卒業者44名、大学院修士課程修了者
2,070名、大学院専門職学位課程修了者
614名、博士学位受領者212名の合計
12,252名が新たな門出を迎えました。その
うち727名が海外からの留学生です。
　3月24日の受領者代表学位記授与式
では、学術・芸術・スポーツで特に優れた
成果をあげた学生または団体に対して、
小野梓記念賞が授与されました。また、
高麗大学校元校友会長である千信一氏
に名誉博士学位が贈呈されました。
　一方、桜も満開となった4月1日、2日、3日
には、2016年度の各学部・大学院・芸術
学校の入学式が、大隈記念講堂他にて、
行われました。
　2016年4月の学部入学者は9,421名、
大学院入学者は2,905名で、2015年9月の
学部・大学院入学者877名と合わせると、
４月１日現在の１年生の総数は、13,203名

になります。このうち1,474名が海外から
の留学生で、11.2％を占めており、世界各
地から数多くの優秀な人材が、早稲田の
杜に集まりました。
　総長は、式辞で「長い歴史と伝統の
中で本学が培ってきた学問的資産や文
化的資産を、また優れた教育・研究環境
を、そして個性豊かな学友や社会人との
切磋琢磨を通じて自らの能力を伸ばす
機会を、すすんで積極的に活用すること

によって、皆さんの学生生活・研究生活
を実り豊かなものとしてください。」と新
入生を激励しました。

4月1日入学式当日のキャンパス風景

学部入学式で初めての校歌を斉唱

受領者代表学位記授与式での総長からの卒業証書授与 名誉博士学位の贈呈を受ける千信一氏



Special Report

“多様な個の尊重”と
“全国の教育現場への貢献”を貫いて 早稲田の教員養成

―早稲田大学の教員養成の歴史、伝統に

ついて教えてください。

　早稲田大学における教員養成の歴史は、
教育学部の前身である高等師範部が設立
された、1903年にさかのぼります。当時、
日本の教壇は帝国大学や国立大学の出身
者で占められていましたが、同部設立に尽力
した第三代総長の高田早苗は「国民の精髄
たるべき中等国民を教育すべき中等教員、
その人を唯一処に於

お

いて或
あ

る型に嵌
は

めら
れた様な人のみを養成するよりは、各所各
学風の下に於

お

いて養成する方が宜
よ

からん」
と語っています。
　近代国家を目指す日本にとって真に求め
られるのは、一部エリートの育成より、国民
全体に教育を行き渡らせることであり、そ
のためには、各私学の学風を生かして多様
な価値観を持つ教員を養成すべき、との思
いが高田の言葉からは伝わってきます。まさ

に「学問の独立」「学問の活用」「模範国民
の造就」という早稲田大学の趣旨を、教育
を通して実践することが、本学における教育
養成の信念といえるのです。
　1949年に本学が新制大学に移行し、私学
で最初の教育学部を設置した際には、教員
の資格取得を義務づけない“開放制”の
教職課程を全国の大学で初めて採用しま
した。学生の多様な個性を尊重し、学問の
自由を保証する姿勢は、ここにも表れてい
ます。
　本学ではこうした信念を、110年を超える
学部の歴史のなかで貫きつつ、全国の学校
や教育関係機関に多数の教育者を輩出して
きました。現在でも、毎年の教員採用試験
合格者数は私学で最多の400名前後を誇
ります。また、本学出身の教育関係者で組
織する稲門教育会には、全国33の地区稲
門会が所属。会員数は数千名に及びます。
全国に広がる校友教員ネットワークの存在
は、本学が日本の教育に広く貢献してきた証
であり、独自の財産であると考えています。

教育学部長を務め、4月に発足した教職支援センターの所長でもある松本教授に、

早稲田大学における教員養成の特色について伺いました。

「教育」を通して広く社会に貢献する

設立時の趣旨を
110年の歴史で実践

教職支援センター所長
教育・総合科学学術院長
教育学部長

松本直樹
教育・総合科学学術院教授

早稲田大学大学院文学研究科博士後期課
程単位取得退学。博士（文学）。早稲田大学
助手、非常勤講師、専任講師、准教授などを
経て、2008年より教授。2014年より学術院
長・学部長、2016年より教職支援センター
所長。

教職支援センター組織図

•	�カリキュラム運営部門委員会の議事運営
•	�カリキュラムの調整
•	�教職課程認定対応（申請・実地視察）

•	�「協力教員打ち合わせ会」「教育実習・教職実践演習担当者連絡会」
の議事運営
•	�各種ガイダンス実施
•	�派遣先との連携協力（附属系属校、教育委員会、小・中・高校）

管理委員会 所長（教育・総合科学学術院長）

カリキュラム運営

カリキュラム運営部門委員会

教職に関する科目　世話人連絡会

教育実習 教育インターンシップ、
教育ボランティア

教育実習研究授業
協力教員打ち合わせ会

教育実習・教職実践
演習担当者連絡会

教職課程（学部）
（一種免許、その他資格含む）

教職課程（大学院）
（専修免許）

実習等連携推進
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教員就職で、トップクラスの実績を誇る早稲田大学。
長い歴史を通して、多くの教育者を
全国の学校現場に送り込んできました。
一方で、教育界はさまざまな変化の渦中にあります。
それに対応するための新たな取り組みにも触れながら、
教員養成に込める思いを紹介します。早稲田の教員養成

高度な学問的知見を
社会に還元する

―現在、早稲田大学が目指す教員像につ

いて教えてください。

　目指す教員像は決して一つではありません。
それが多様な個性を重んじる早稲田大学の教
員養成のあるべき姿だと考えています。
　現在本学では、13あるすべての学部で各
種教員免許を取得可能ですが、免許取得に
必須の教職課程については、学則に基づき
教育学部が担ってきました。全学の学生は
各学部において高度で専門的な学問を修
めるとともに、教員養成の歴史を積み上げ
てきた教育学部による教職課程科目を履修
することになります。そのため、同じ学内にお
いても決して画一的ではない、多様な教育
者の養成につながっており、学生一人ひとり
については、高度な学問的知見を「教育」を
通して社会に還元できる能力を育んでくれて
います。
　さらにいうなら、教育学部のなかでも、教
育界にとらわれない広い意味での教育者養
成を目指しています。実際に卒業生の進路
は、教育界以外にも官公庁やマスコミ、実業
界など多岐にわたります。人に教える能力
は、特定の業界に限らず幅広く役立てられる
もの。卒業生たちは本学で学んだことをあら

ゆる分野で生かしてくれています。
　このように、型にはまらない学生たちが共
に学ぶ環境は、教員志望の学生にとってもプ
ラスとなります。さまざまな未来を描き、思い
思いの活動に励む仲間が集い、交わる。それ
によって、教育現場で求められる広い視野や
多面的な物の見方が養えるからです。

―今年4月に始動した教職支援センターの

役割について教えてください。

　教職実践演習の履修義務化など、近年、
国は相次いで教員養成に関連する改革を実
施しています。こうした劇的な環境の変化に、
柔軟かつ俊敏に対応することを目的として発
足したのが教職支援センターです。
　本センターが担う具体的な役割は3つ。学
部および大学院の教職課程を担う「カリキュ
ラム運営」、教育実習などの運営を行う「実習
等連携推進」、教員就職指導室や教員免許
更新講習などの「キャリア支援」です。免許
取得から就職、免許更新など、教員としての
キャリア形成にかかわる各機能を本センター
に一元化することで、学部生・大学院生に対
してより充実したサポートを提供します。
　そのなかで特筆すべきは、キャリア支援

の一環として稲門教育会の事務機能を設け
ている点です。前述の通り、稲門教育会は本
学独自の財産。同会のネットワークを生か
し、例えば、学生の母校で行われる教育実
習時には、同じ地域で活躍する先輩教員に
アドバイザーを務めていただくなど、連携
強化を目指します。このように本センターが
学生と先輩をつなぐパイプ役となり、将来的
には全国規模できめの細かい教員就職支
援を実現する考えです。

―今後の抱負を教えてください。

　早稲田大学では、全国から学生が集い、
多様な魅力にあふれた教員となって、再び各
地域へと散じることで、日本の教育にあまね
く貢献してきました。高等師範設立時以来
の理念に通じるそうした姿を、教職支援セン
ターの設立を機にさらに強化したいと考えて
います。
　同時に各地域で活躍する早稲田大学出
身の教員に学んだ生徒たちが、進学先として
本学を目指すといった、良いサイクルを回し
ていくことが理想とする姿です。「教育」を通
じた、地方と早稲田との循環システム構築を
目標に、今後も取り組みを進めます。

先輩教員との
連携を強化する

地方と早稲田の
循環システムを構築

教員を務める校友は全
国に散らばっています。
今後はそのネットワー
クを積極的に活用する
ことで、教員を志望す
る学生に対するサポー
トの充実、地方の教育
現場への貢献を目指し
ています。

全国に広がる
早稲田の教員校友
ネットワーク

•	�現職教員研修（教員免許更新等）の企画・運営
•	��地区稲門教育会との連携
•	�教員就職支援（教員就職指導室運営・教員就職指導会実施等）
•	�大学推薦（各教育委員会からの推薦依頼）への対応

教員採用試験の合格者数
（2013年度〜 2015年度合計）

※合格者数には既卒者を含む。
※�一部の教育委員会を除く、教育委員会か
らの回答を基に算出。本人報告を含む。
※�実際の合格者数は公立・私立学校（専任、
期限付、非常勤教員）で1年度で400人程。

東北 22人

関東 675人

中部 67人

近畿 33人

中国 18人

四国 7人
九州 12人

北海道 1人

教員免許更新講習実施委員会

教員免許
更新講習

稲門教育会
事務局

教員就職
指導室

キャリア支援
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教職課程を修了して教員免許状を取得し、採用試験に合格し、教育現場でキャリアを積んでいく中で、

早稲田大学は手厚い体制で教職を志す学生、卒業生を支援しています。

早稲田大学で目指す教員への道
教員免許状取得から、卒業後まで手厚くサポート

大学1〜 4年

科目履修
教員免許状取得に必要な科目を登録し、教職に関
する科目と教科に関する科目を履修します。学部で
は小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の一
種免許状を取得することができます。
※�小学校、特別支援学校の免許状は教育学部のみ取得可

大学4年〜

採用試験
教員採用試験1次合格
者への2次試験対策とし
て、個人面接、模擬授業、
集団討論など実践的な
指導も行います。

大学1〜 4年

教員就職指導室での指導
校友で校長経験のある“教員就職アドバイザー”が、マンツーマ
ンで指導を行うほか、稲門教育会の協力のもと教員就職指導会
も開催。社会人を経て教職を目指す卒業生も受け入れています。

大学4年（4月下旬〜7月下旬）

教育実習
小学校、中学校、高等学校、特別支援学
校、免許状取得を希望する学生は2〜 3
週間以上の教育実習を行います。早稲田
大学では「教育実習マニュアル」を作成
し、学生をサポートしています。
※�小学校の教育実習は大学3年次に行います。

大学1〜3年

教育インターンシップ／
教育ボランティア
学校現場の日常を知るために、授業
科目としてインターンシップが設置さ
れているほか、新宿区と連携して区
立の小中学校に派遣を行う「新宿区
教育ボランティア」制度があります。

教育学部 教育学科
初等教育学専攻 4 年
山本基玄

子どもの目線に立てる貴重な経験の場

　私は東京都内の公立小学校で1年間インター
ンシップを行いました。早稲田大学の教育イン
ターンシップは、実習のテーマ等、学生と実習校
で決めることになっています。実習担当の教授と
話し合ったうえで、実習先に選んだ母校に出向
き、自分が卒業生であることや既に教育実習を
済ませていること、前年度に都内の公立小学校
でボランティア経験も踏まえてお話し、実習を承
諾していただきました。国語や算数、音楽、体育と
いった授業を担当したほか、作品掲示のお手伝

いなどをしたりして毎日を過ごすうちに「来年度
から教員になるんだ」という自覚が強くなっていき
ました。インターンは、時に横から観察するなど、
比較的子どもたちに近い目線に立つことができ
る貴重な経験の場だと思います。来年度からは
東京都内の公立小学校で勤務することが決まっ
ているので、接し方や授業の留意点に気をつけつ
つ、目の前の生徒一人ひとりに向きあっていきた
いと思います。

10月 キックオフガイダンス
12月 論文指導・合格者体験談
3月 教職教養・論文・教科別指導
5月 現職校長による講演・若手教員とのパネルディスカッション
8月

（2回実施）
個人面接、集団面接・討論、模擬授業、英語実技、自己PR等
の直前指導

2月 小学校教員資格認定試験体験発表会

教員就職指導会
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大学院教育学研究科
大学院教職研究科（教職大学院）
を含む15研究科
大学院に進学し、専門性を高めた上で、免許状取
得に関わる所要単位を修得することで学部卒業
時に取得した一種免許状に加えて専修免許状を
取得することができます。

教員免許更新講習
教員免許状は教員として必
要な資質能力が保持される
よう、10年ごとに更新する
必要があります。早稲田大
学は更新講習の認定校に
なっています。

卒業時

教員免許取得
教員免許状一括申請
手続きにより、卒業時
に教員免許状が交付
されます。

稲門教育会
教育関係者として全国各地で活
躍する校友との相互研鑽・交流
を図るべく、1976年に結成、活
動を展開してきました。全国各地
に、33の「地区稲門教育会」があ
り、人的交流はもとより、研修や
情報の交換等を行い、教員養成
の課題や後進の育成に取り組ん
でいます。

教育への熱い想いを引き出す就職指導

教員就職指導室
教員就職アドバイザー
小山康夫

　教員就職指導室では、３人の教員就職アドバイザーが、
教職を志す学生と卒業生を支援しています。日常的な就職
相談はもちろん、採用試験を構成する論文、面接、模擬授
業について、マンツーマンで何度も指導を行っています。
　私が指導でこだわっていることは、一人ひとりの教育に
対する熱い想いを引き出すことです。教員を志しているの
ですから、胸の奥に想いを秘めていることは間違いありま
せんが、論文や面接では、それを自分の言葉で説明する
ことが求められます。例えば、「あなたにとって教育とは何
か、漢字一文字で表現してみて」と問いかける等、教育観
や児童観を明確にしていく指導を目指しています。教員採
用試験の2次では人間性が問われます。学生時代になる
べく多くの価値観に触れ、多角的な物事の見方を身に付
け、人間力を磨いてください。多様な人材の宝庫である
早稲田大学は、良い教員を育成する最高の環境が整って
いると思います。

大学院教職研究科
高度教職実践専攻
第 8期生 1 年コース
山田まゆみ
※ �1 年制コースは現職教員・
　教職経験者を対象とするコース

大学院での多くの学びを笑顔溢れる学校づくりに

　学部を卒業後、長年小学校で勤務してきま
したが、近年、若手教員の急増や配慮を要する
児童の増加等で、教員が頑張っても厳しい現
状に追い付かないという実態を目の当たりに
してきました。対応策が現場にないというもど
かしさから最新の教育研究の成果や知恵を現
場に持ち込みたいと考え、本大学院に進みま
した。この1年間、現場ですぐに生かせること
から今後の日本の教育や教師の在り方といっ
たことまで、実に幅広く、深く教育について思

考することができました。中学、高校の現役の
先生方と「ストレートマスター」と呼ばれる学
部卒業後そのまま教職大学院に進学した大学
院生が一緒に学び、刺激を受け合える環境も
とてもよかったと思います。これからは、本大
学院で得た多くの学びを一人でも多くの仲間
と共有し、子どもたちはもちろん、教職員、保護
者の笑顔あふれる学校づくりに邁進していき
たいと思います。
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全国の教育現場で頑張る現役教諭に、

早稲田大学で学んだこと、

期待することをお聞きしました。

全国に散じた
現役教諭が語る

早稲田で
育んだ
教育の志

生徒の楽しそうな顔が教職のやりがい
　早稲田大学では文学部で日本文学の研究をしていました。卒業論文は正岡子規につ
いて、俳句・短歌・絵などの様々な側面からその魅力を考察しました。現在は栃木県の高
校で国語科の教員をしています。どうしたら国語を楽しんで学習してもらえるか、いつも試
行錯誤の連続ですが、準備して挑んだ授業で生徒が楽しそうに活動している様子を見る
のはとても嬉しく、やりがいを感じます。毎日の授業のアイデアは、先輩の先生に相談した
り、同僚の先生たちと相談したりして考えていますが、なかなかいいアイデアが浮かばず
定型化したものになってしまうことや、実践した後になってもっとああすれば良かったと後
悔することもしばしば。教職課程では、模擬授業とそれに対する授業研究の場をさらに
増やし、生徒を楽しませ成長させられる授業のアイデアについて学生同士で考え合う場
を設定すると、実際に授業をするときに引き出しが増えて良いのではないかと思います。

大学のちょっとした経験が
意外なところで生きてくる
　基幹理工学部、同研究科に在籍していた私 
は、西早稲田キャンパスで授業を受け、数学の研
究をしながら教職課程の授業を受けに教育学部
に通っていました。「数学科教育法」という科目で
様々な数学的活動を実際に体験でき、実践のイ
メージがつかめるようになりました。当時の研究
内容は「実際の現象と数学の関わりについて」。中
学校の数学が世の中にどのように役立っているか、
専門的な学問にどのようにつながっていくかを想定
して、現在でも授業研究を進めています。特に強調
したいのが、教員就職指導室に定期的に通うことの
重要性です。採用試験の対策として、私は毎週月曜
日の朝一に論文を書いて持っていくようにしていまし
たが、指導室でアドバイザーの先生の指導を受け、論文の内容につい
て深めていくことが、教育における自分なりの重点は何かを考えるきっ
かけになりました。教員になってから、大学でのちょっとした経験が意
外なところで生きてくると感じています。何事にも興味を持って学ぶこ
とが大切なのは、生徒に限ったことではないと痛感しています。

　早稲田大学で学んだ４年間は、教員就職指導室の小山先生をお呼びして勉強会を
開いたり、小・中学校の授業研究会に参加したりするなど、机上で学ぶのみならず、様々
な人との出会いや体験がありました。特にゼミでは「子どもとともにつくる授業づくり」
について学びました。その経験は今、児童一人一人の想いや願いを大切にしながらクラ
スづくりをする姿勢につながっています。教員になり３年目になりますが、毎日が無我
夢中の取り組みです。特に一年目はなにもかも手探りで落ち込んだ時期もありました。
ある日、受け持ちの子が「小澤先生、毎日楽しいよ……」と手紙をくれたことがありまし
た。単純な性格なので、どれだけ励まされたことか。また、頑張ることができました。大
変なことも多いですが、毎日子どもの笑顔を見て、元気をもらっています。現場に出てみ
ると、もっと学びたいなと思うことがたくさん出てきます。現在、早稲田大学でも開講さ
れている現職教員を対象とした大学等公開講座の内容を幅広くするなど、卒業してか
らも学べる環境づくりが今後も求められると思います。

栃木県立
大田原女子高等学校
教諭

岩渕友香

川崎市立宮崎小学校 
教諭

小澤宏明

大田区立東調布中学校 
教諭

吉田雄介

卒業してからも学べる環境が必要
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教職支援センター副所長の三尾忠男教授と、校友であり教育の現場で活躍する本間信治先生が、

教育現場の課題や大学の教職課程に求められることを語り合いました。

早稲田大学で養う人間力を
教育の現場で生かしたい

対談

三尾　本日は、本間先生とお話できること
を楽しみにしてまいりました。まず、私が教
員を志した理由ですが、小学生のときの忘

れられない経験があります。授業中に質問
されたときに、答えられずに詰まってしまっ
た私を１時間待ち続けてくれた先生がいま
した。クラスメイトも先生と一緒に辛抱強く
待っていてくれた。その先生との出会いが
その後もずっと私に影響し、教職への想い
を強くしましたね。
本間　教員の心の余裕が感じられる素晴
らしいエピソードですね。私が教員を仕事

に選んだのは、当時は社会運動が盛んだっ
たので、社会を客観的に見られる職業だと
思ったからです。卒業してすぐ、産休代替で
小学校の先生になったのですが、子どもた
ちが全く言うことを聞かない。これは難し
いと思う一方で、逆に教育は授業で勝負す
るものだということが分かって、東京都の

教職支援センター副所長
教育・総合科学学術院教授

三尾忠男
板橋区立舟渡小学校
校長

本間信治
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小学校教員認定試験を受けて
現在に至ります。教員は、俳優

に似ていると思いませんか。教
壇は舞台で、聴衆である子どもた

ちを惹き付け、満足してもらう。授業
後に「勉強した！」という顔をしていたら

成功です。新米の頃、先輩に「おはようと言う
ときの顔を研究しなさい」と言われ、鏡を見て
笑顔を練習しました。子どもたちからどう見ら
れるかを常に意識しなければなりません。
三尾　その通りですね。本物の俳優と違うと
ころは、脚本も演出も自分で行うというところ
でしょうか。私も授業の終わりに、学生が納得
した顔をしていると教員としての醍醐味を感じ
ます。

三尾　本間先生は、早稲田大学ではどのよう
な学生時代を過ごされましたか。
本間　朝倉征夫先生のゼミで学びました。本
当に尊敬し、この先生に一生ついていこうと
思っていました。教育実習の相談にも乗ってい
ただきました。
三尾　現在、本学の教員就職指導室では教員
志望の学生に採用試験の論文指導や面接指
導など、無償で指導会と個別面談を行っていま
す。この規模でここまで手厚いサポートをして
いる大学は少ないのではないでしょうか。
本間　稲門教育会でも採用試験合格者を集め
て、励ます会を行っていますよね。大学と校友が
一体となって教員人生を支えています。早稲田

大学出身の教員の皆さんは行動力があって、自
分の意見を言える人が多く、多彩な人材が揃っ
ていると感じています。
三尾　子どもが接する大人は限られているの
で、教師も多様であることが大切ですね。
本間　教員は、子どもに共感するところから指
導が始まります。だからこそ、挫折や苦しみの経
験があって、子どもの辛さを理解できる人材が
求められています。
三尾　早稲田大学はもともと多様性のある大
学で、学生もバラエティに富んでいますが、個性
豊かな人間的魅力を教員という仕事で生かせ
るといいのですが……。
本間　そうですね。実際の現場では多くの課
題に追われ、多忙化の中で、教員が個性を発揮
しづらくなっています。子どものためにも、もっ
と自由でいいと思います。一昔前とは職場環
境も変わって、教員同士がインフォーマルな飲
み会で語り合うことも減りました。仕事とプラ
イベートの間で学べることもあると思うのです
が……。
三尾　そういった場で相談する機会もなく、未
熟な情報だけで、教職に希望を失って辞めてし
まう新任教員もいます。何らかの方法で先輩教
員がより積極的に関わり、新任も受け止める気
持ちが必要かもしれませんね。

三尾　本間先生は教育の現場で、今どのような
課題を感じていますか。
本間　現代社会の矛盾は教育現場に表れてい

Profile

みお・ただお
専門は教育方法学、教育工学。修士（教育学）。京都教育大学特修理学科卒業。鳴門教育大学大学院で
学校教育専攻を修了。文部省大学共同利用機関放送教育開発センター（後に、メディア教育開発センター）
助手、同・助教授を経て、2001年に早稲田大学着任。2005年より教授、2016年より教職支援センター
副所長。主な編著書に『FD（ファカルティ・ディベロップメント）が大学教育を変える』（共編）など。
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ます。子どもの貧困は大きな問題になっていて、
朝ごはんを食べて来ない子も少なくありません。
三尾　私の子どもの頃は、何があっても朝食を
とって、学校に行っていましたが、今は保護者の
学校に対する価値観が多様で、それがマイナ
ス面に働くこともありますね。
本間　価値観の多様性を認めたいとは思いま
すが、大前提として、子どもを大切にしてほしい
と思います。
三尾　子どもたちにとって何が大切なのかを
見失いがちな社会になっていますね。恵まれた
環境で育っている学生のほとんどは厳しい環
境に置かれた子どもの現状を知りません。教
員を目指す学生には、そういった厳しい現状を
理解する機会も必要です。
本間　また、文科省の調査によると発達障害
は６％の子どもにあると言われ、また虐待を
受けた子どもも発達障害と同様の行動を示す
という説があります。それに関連すると、日本
の子どもの自己肯定感の低さも問題です。
三尾　私が教える早稲田の学生も、自己肯定
感が以前より低くなっているのを感じます。自
分に自信が持てないのはかわいそうです。こ
れはまさに教育の問題ですね。今、教員側には
どのような課題がありますか。
本間　子どもに向き合う時間をいかに増やす
かという課題があります。教育委員会も事務の
効率化のためにハード面での支援はしてくれて

いますが、保護者対応などに掛
かる時間が増え、余裕が

ない。
三尾　授 業でICT

の活用が進み、学
習効果は上がっ

ていますが、その準備には時間がかかります
よね。
本間　国は2020年までに小中学校の生徒一
人にタブレット端末を一台整備する目標を掲
げていますが、学習が個別化してしまうことが
心配ですね。もちろんメリットはありますが、一
方で、共に学び合う機会が減ってしまうので、人
と関わる力が弱くなってしまうのではないかと
危惧しています。

三尾　最後に、長年教育の現場に携わってお
られますが、教員に必要なものは何だと思いま
すか。
本間　子どもに共感し、言葉の力で支援するこ
とではないでしょうか。
三尾　子どもを一人の人格として尊重するとい
うことですね。
本間　教師の言葉によって、自信をつけ、才能
を開花させた子どもはたくさんいます。早稲田
の教職課程では、それができる教員を育てて
ほしいと願っています。2030年には、人工知
能によって現在ある仕事の何割かはなくなる
と言われています。今年生まれた子は、現時点
で存在しない仕事に就くかもしれません。でも
私は、時代がどう変わろうと、子どもたちを一人
の創造性を持った人間に育てたい。人間自身
が文明を創り、世の中を進化させていくという
ことを子どもたちに教えたいと思っています。
三尾　子どもたちと向き合う一瞬一瞬に、何の
意味があるのかを考え続けていきたいですね。

Profile

ほんま・しんじ
1978年早稲田大学教育学部卒業。埼玉県、東京都で小学校
教諭、伊豆大島で教頭、全寮制の病弱特別支援学校の天津わ
かしお学校の校長を経て2015年より現職。著書に「大丈夫だ
よ。YOU ARE OK !」（清風堂書店）がある。
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香港最終日にグループ
発表を実施。グループ
4名でヒアリング内容
や考えをまとめ、互い
に協力し合った結果、
発表を成功させること
ができた

寮のメンバーに誘われ、ケーキづくりに参加。「みんなでお
いしいケーキを一緒に食べられて、最高に楽しかった！」。
日本人の友達ができたことは、うれしい出来事の一つ

12

日本のことを一つでも多く知り、  卒業後の選択肢を増やしたい
　外国の子どもたちが日本に興味を持
つきっかけといえば、アニメ。ラビンコさん
もその一人だ。テレビで放映されていた

「NARUTO」が好きで、高校時代はハワイ
沖縄センターでボランティアをしたり、日本の
ドラマを毎日見たりして、日本への思いを募
らせた。当然、進学は日本への留学一本に
絞り、親しい知人が通っていた早稲田大学
を志望。日本独自の｢知｣と実践的経験を人
文科学・自然科学・社会科学の諸学問分野
から総合的に学ぶことのできる英語学位プ
ログラム「CJSP（Contemporary Japanese 
Studies Program）」に入学した。「日本の
ことを幅広く知りたいという私のニーズに
ぴったりのプログラムでした。期待通りの内
容で、授業を楽しんでいます」と流暢な日本

語で語る。半年間で印象に残っている授業
は「Western Images: Mid 16th Century 
to Late 19th Century」。20世紀初めに来
日した西洋人が日本の歴史にどのように影
響を与えてきたかを学ぶ歴史の授業だ。

「クラスの冒頭にさまざまな国出身の学生
たちが日本の印象について議論しました。
バックグラウンドは違っても、日本に対する
イメージは意外と同じで、しかも、当時も今
もあまり変わっていないことに興味を持ち
ました」
　CJSPは、英語だけで学位を取得できる
留学生向けのプログラムだが、社会科学
部の日本語で行われる科目も受講するこ
とができる。ラビンコさんももう少し日本
語に自信が付いたら、日本人学生と席を

学生生活のなかで身につけた視点や能力を
活かして活躍している学生を
クローズアップして紹介するコーナー。
第9回は社会科学部2年の
ラビンコ タリア 寿美さんに
お話をうかがいました。

Front Runner
― 活 躍 す る 若 者 ―



香港での最後の夜は発表メン
バーと点心ディナーへ。翌日の
発表を頑張れるようにたくさん
食べて、たくさん笑って、香港で
の４日間を満喫した
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並べて日本語の授業を受け、もっと留学
生活を充実させたいと意気込んでいる。
　日本での住まいは、中野の国際学生寮
WISHだ。4人部屋のメンバーの国籍は、米
国、韓国、日本。英語と日本語のミックスで
会話を楽しみ、友情を育んでいる。WISH
では、寮 生 向けに平日の 夜、SI（Social 
Intelligence）プログラムを開催。グループ
ワークを通して、さまざまな国籍の寮生が
議論を交わし、コミュニケーション力や論理
的思考力、創造的課題解決力を身に付ける
ことを狙いとしている。ラビンコさんも毎週
参加し、この春には海外研修旅行にも参
加。香港大学で「学生の就職活動を支える

サービス」というテーマで現地の学生にヒア
リングを行い、提案内容を発表した。
　ラビンコさんは、日本にずっと関わり続
けたいと、心に決めている。それがどんな
形になるかは未知数だ。「残り3年半でもっ
と日本のことを知り、将来の選択肢を増や
したいですね。授業やSIプログラムだけ
でなく、サークルやアルバイトなどの課外
活動も可能な限り経験し、日本人の友人も
増やしたいです」。限られた日本での留学
生活で大好きな日本をどこまで理解でき
るか、ラビンコさんの挑戦と行動は、加速
している。

社会科学部（CJSP）1年

ラビンコ タリア 寿美さん

Profile
らびんこ・たりあ・すみ
米国・ハワイ生まれ。中学生のときに修学旅行で日本
を訪問して以来、日本が大好きになり、高校生のとき
には沖縄の文化に親しむサークル「JAPOKI」で活動
していた。日本をもっと知りたいという思いが高じて、
CJSPの留学生として来日。WISHの寮生でもある。
趣味は日本映画の鑑賞。



人類を豊かにするために
「知」を蓄積し、継承する

社会に貢献する最新の研究を取り上げて紹介します。研究最前線
Cutting Edge Research

『弘決外典鈔』（西東書房、1928年影印）

　最近、人文科学系の学部不要論が話
題になりましたが、実は世界中で「人文
学」は危機を迎えています。例えばアメ
リカでは、2013年にハーバード大学が

「大学入学時に人文学を専攻することを
希望していた学生の57％が、最終的には
他学部を選ぶ」というレポートを発表し
ました。しかし私は「文学」こそが、学問
だと考えています。というのも、「文学」と
いうと大抵の人はliteratureを思い浮か
べると思いますが、その由来をたどると、
もっと広い意味を含有していました。
　日本の「文」はもともと、中国の書物を
通じて伝わった漢字文化から出発してい
ます。最古の漢詩集『懐

かいふうそう

風藻』の序文で
は、「文」を、「文」字、「文」献、「文」明、「文」
人・「文」士、「文」学という広い概念から
捉えていますし、教育制度においても、

古代の大学寮においては紀伝道（文章
道）が国家社会を支える学問として大き
く位置づけられていました。ちなみに西
洋でも、まさに東アジアの「文」に相当す
るlettersという語と概念がありましたが、
19世紀以降は歴史学、文学（literature）、
哲学といった各分野に分断されてしま
いました。私は、「文」がたどってきた道
を振り返り、「文」という概念の意義や可
能性を再発見することで、「人文学」の危
機をむしろ画期とすることができるので
はないかと考えています。そして現在、ボ
ストン大学のWiebke DENECKE准教
授をはじめとする国内外の研究者と共
同して取り組んでいるのが『日本「文」
学史』の刊行です。

　私が研究者を志したのは、大学2年生

のときに北京に1カ月間留学したことが
きっかけです。中国と日本の重なる部分、
異なる部分を発見することが楽しく、ま
た、中国や韓国の研究者との交流を通じ
て学問の面白さに目覚めていきました。
　中国の文化は、日本の文化に深く根
付いています。例えば、杜甫の「国破れ
て山河あり」という一節は、日本人のほ
とんどが知っているのではないでしょ
うか。古代から近代にかけて、日本は、
中国の書物を通じて、先進文化を学ん
できました。江戸時代になっても知識人
は漢文を書いていましたし、東京大学
が1877年に創設されたとき、文学部に
は和漢文学科が設置されました。長ら
く、中国が日本の先生のような存在で、
その流れは近代になるまで一貫して続
きました。私は、日本人が漢字文化をど
のように学んできたのか、伝達の過程で
誤解は生じなかったのかなどについて、
和漢古文献を通して研究しています。

日本の言葉や文化を
和漢古文献から読み解く

「人文学の危機」を
「人文学の画期」とする
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河野貴美子 
文学学術院教授

プロフィール
こうの・きみこ
1987年早稲田大学第一文学部文学科日本
文学専修卒業、1994年同大学大学院文学
研究科日本文学専攻修士課程修了、2001年
二松学舎大学大学院文学研究科中国学専
攻博士前期課程修了、2004年早稲田大学
大学院文学研究科日本文学専攻博士後期課
程修了。同年早稲田大学文学学術院専任講
師、2012年より教授。著書に『日本霊異記と
中国の伝承』、共編著に『東アジア世界と中国
文化—文学・思想にみる伝播と再創』『日本
における「文」と「ブンガク」』などがある

究所のメンバーとして、コロンビア大学
とUCLAでのシンポジウムで発表した
り、学生を受け入れたりして、西洋の視
点にも多く触れ、互いに学んでいます。
　今後も、東アジアに蓄積、継承されて
きた書物の世界を研究し、日本における

「文」の意味、役割を探求し、さらには
早稲田大学の文学部と文化構想学部の
存在意義を発信していきたいと考えて
います。

　日本人が中国の文化をどのようにして
学んだかを紐解く上で、注目している古
文献の一つが、平安時代の村上天皇皇子
具
ともひらしんのう

平親王による『弘
ぐけつげてんしょう

決外典鈔』です。こ
れは、仏教書の『摩

ま か し か ん

訶止観』の注釈書で
ある『止

し か ん ぶ ぎ ょ う で ん ぐ け つ

観輔行伝弘決』の注解のうち、
外典（仏典以外の書物）からの引用に
対して、具平親王がさらに注釈を加えた
ものです。そこには、さまざまな外典か
らの引用文が豊富に含まれています。
例えば、老子から引用したある一節に関
し、複数のテキストがあることに注意せ
よと、本文批判を行っていて、具平親王
の教養の高さがうかがえます。
　それから長い時を経て、中国近現代
を代表する文献学者の余

よ

嘉
か せ き

錫（1884
〜1955）が『弘決外典鈔』を書写し、校注
を加えた手校本を残しています。渡日
経験のない余嘉錫がなぜこの本に出会っ
たのか、私はその経緯と内容について研
究し、北京大学でも発表しました。余嘉錫
が手にしたのは、1928年に徳富蘇峰が
300冊刊行した複製本で、日本が1927年
に北京に設立した北京人文科学研究所
に所蔵されていた1冊でした。戦時中も

日本の古典籍を使って研究を続けてい
た余嘉錫の手校本には文献学者たる
ものの執念が見え、背筋の伸びる思い
がします。論語や四書五経もそうです
が、古典には多くの先人の解釈が積み
上げられていて、注釈に注釈が加わっ
た形で現代に伝えられています。時代と
海を越えて1冊の本が受け継がれてき
た事実に、感動を覚えずにはいられま
せん。

　中国での研究を行いつつ、欧米の大学
との交流も活発に行っており、昨年の夏
には、カナダのブリティッシュコロンビア
大学で日本文学専攻の大学院生を対象
に、源氏物語の古注釈書をテーマとした
ワークショップを行いました。源氏物語
に注釈が必要なのかと疑問に思うかも
しれませんが、武士が平安時代の有職
故実を学ぶテキストのように読まれてい
たこともあり、中国の古典籍を引用した
注釈がついていたりします。注釈を検討
することで、その時代の文献学者が何を
考えていたのかが分かり、盛り上がりま
した。また、角田柳作記念国際日本学研

和漢古文献の研究に
西洋の視点を取り入れる

時代と海を越えて受け継がれる
『弘決外典鈔』

『日本「文」学史』出版にあたってのワークショップ

近著『日本「文」学史』
（3冊シリーズのうちの第一冊目）

ブリティッシュコロンビア大学で行った
「源氏物語の古注釈書」をテーマとした
集中講義の様子（左）とポスター（右）
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早稲田大学に関係のある方にお話を伺い、
客観的な視点により、早稲田大学の魅力や課題を浮き彫りにします。

Message
to the next
generation

2000年、デザインとITの力で新しいビ

ジネスの創出を支援するデザインコン

サルティングを手掛ける株式会社ロフ

トワークを起業し、年間530件を超える

プロジェクトを手掛ける林千晶さん。学

生時代の思い出やその後の軌跡、また、

早稲田大学に期待することをお聞きし

ました。

―早稲田大学ではどのような学生時

代を過ごされましたか。

　商学部でしたが、正直なところ印象
に残っている講義は、フランス語と哲学
と簿記のみ。最も打ち込んだのは、恩
藏直人先生のマーケティングのゼミで
す。当時のヒット商品、例えばリンスイン
シャンプーのように一つのカテゴリーを
越える商品が開発された背景や午後
の紅茶がなぜヒットしたのかなど、購買
行動に結びつく「人をわくわくさせるも
の」「“欲しい”の裏側」を知ることがと
にかく面白くて、広義の意味でのマー
ケティングに夢中になりました。図らず
も、現在の仕事の原点になっていると
思います。

―学生時代にキャリアについて考え

ていたことはありましたか。

　ありのままの自分を採用してくれる
会社で働こうと決めていました。とい
うのも、私が就職活動を迎えた年、突
然就職氷河期になり、企業が一気に
採用人数を絞ったんです。あちこちで、
特別じゃない人間はいりません、とば
かりに「あなたは何ができるの？」と言
われているようで、それまで普通に生

［プロフィール］
はやし・ちあき
1971年生、アラブ首長国育ち。早稲田大学商学部、ボストン大学大学院ジャーナリズム学科修了。
1994年に花王に入社。マーケティング部門に所属し、日用品・化粧品の商品開発、広告プロモーション、
販売計画まで幅広く担当。1997年に退社し米国ボストン大学大学院に留学。大学院修了後は共同通
信NY支局に勤務、経済担当として米国IT企業や起業家とのネットワークを構築。2000年に帰国し、
ロフトワークを起業。MITメディアラボ 所長補佐、グッドデザイン審査委員、経済産業省 産業構造審
議会製造産業分科会委員も務める。

株式会社ロフトワーク代表取締役

林　千晶さん
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きてきて特別何かができたわけでもな
かった私はすごく戸惑いました。面接
のマニュアルには、履歴書に書く趣味
を「読書」とするのはありふれている
からNGだと書いてありましたが、実際
の私は読書が好きだし、特技もこれ
といった資格もなかった。嘘はつきた
くなかったので、面接ではそんな自分
を「何にでもなれる、何にでもチャレン
ジする、白いパレットだと思ってくださ
い」と自己アピールしたことを覚えてい
ます。ですから、私のような特別でない
人間でも、働くということにきちんと向
き合ったら、うまくいくことがありまし
た、というストーリーを若い人たちにこ
の取材を通して伝えてほしくて。「“特
別”じゃなくたって、心配することない
よ」って。

―卒業後、花王に就職され、留学を

経て、共同通信の記者、ロフトワークの

起業と転身されてきましたが、その理由

をお聞かせください。

　花王では、化粧品のマーケティング
をしていたのですが、女性がきれいに
なるためには、化粧品だけでは解決で
きないこともあって、本質的な女性の
ニーズに応えることの難しさに直面し
ました。また、日本の多くの女性が働き
方に悩みを抱えていることも感じてい
ました。そこで、女性に向けて新しい働
き方を発信する仕事に就きたいと考
え、自分で貯めたお金で米国の大学院
に留学して、ジャーナリズムを学びまし
た。卒業後は共同通信の経済記者の
アシスタントとして１年働き、その後、友
人とともにロフトワークを立ち上げまし

た。その間、第一志望だった大学院を
諦めたり、希望していた媒体の採用試
験に落ちたりとうまくいかないこともあ
りましたが、今振り返ってみると、「絶対
にこうでなきゃいけない」とか、ひとつ
しか正解がないわけじゃないんです。
「どうしても手に入れたい」と思いなが
ら頑張ることも、手に入らなくてもまた
別の道で頑張ることも、大切。与えられ
た道で頑張っていれば、そこからまた、
その人らしい面白い人生が始まってい
く、と。

―ロフトワークは、何をする会社ですか。

　ロフトワークは、デザインとITの力で
新しいビジネスを作ることを支援する
デザインコンサルティング企業ですが、
私たちのコンサルティングの特徴は、
「答えを知らずに旅に出ること」。どこに
行きたいかを決め切らずにプロジェク
トを進めていくのですが、そのほうが
予想もしない、本質的な価値に出会う
ことができます。もちろん、私たちには
人が何を求めているかを把握するリ
サーチのノウハウやアイデアを最大限
活かして統合させるファシリテーション
のノウハウがあり、クライアントをゴー
ルに導くことができます。

―さまざまなプロジェクトを手掛け

ていらっしゃいますが、今最も興味を

持って取り組んでいらっしゃることは何

ですか。

　今、森に興味があります。昨年、飛騨
に「飛騨の森でクマは踊る（ヒダクマ）」
という会社を設立しました。私自身、実
際に森に入り、その恵みを享受した経
験を通じて、森が持つ大きな力や日本
の林業が抱える課題などを知り、テクノ
ロジーによって木と森と人の良い関係
をつくることに挑戦しようと考えたから
です。森は飛騨市から提供を受け、地
元の家具メーカーや木工職人と連携し
て、商品開発や材料提供などを行って
います。例えば、飛騨の伝統産業である
組木の作業工程を3Dプリンタなどのデ
ジタルファブリケーションを活用するこ
とで効率化したり、オンラインで木材が
購入できるようにしたりしています。

―早稲田大学に期待することをお聞

かせください。

　過去の遺産を食いつぶすのではな
く、アップデートが必要だと思います。昔
からの早稲田大学らしさは上位概念と
して残しつつも、時代に合わせて、変え
るべきことを変えていってはいかがで
しょうか。そうしなければ、わくわくす
るようなことは生まれないと思います。
早稲田大学の卒業生の強さは、大学の
ブランドに頼らずに生きていて、“何にで
もなれる”柔軟性があることです。その
ニュートラルさを生かして世界とつなが
り、良きハブとして、どんどんメッセージ
を発信していってほしいと思います。

最近強く関心を抱いているのは、バイオテクノロジー。未知
のものはまず実際に体験してみないとわからない！ というこ
とで「モジホコリ」という菌の実験イベントを開催しました。

飛騨古川にこの春オープンする
デジタルものづくりカフェ FabCafe Hida
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大学の新しい組織・制度など、進化する大学のしくみについて解説します。
第9回は、学生生活課広報デスクです。進化する大学

　学生生活課広報デスクは、学生に充
実したキャンパスライフをおくってもらう
ため、情報提供を中心としたサポートを
行っています。具体的には、『早稲田ウィー
クリー』（以下、ウィークリー）、『早稲田大
学キャンパスハンドブック』、『新鐘』、『学
生生活調査報告書』の発行を手がけて
います。
　これら4媒体のなかでも、学生にとって
特に身近な存在といえるのがウィーク
リーです。学園紛争まっただ中の1966年、
学内の情報公開を目的に誕生。第10号
あたりから、大学広報誌としては珍しい
週刊での発行ながら、一度も休刊せず
早稲田大学の「今」を脈 と々伝え続けて
きました。
　とはいえ、時代とともにその役割は
徐々に変化しています。近年は「早大生

応援誌」というキャッチコピーのもと、よ
り実用的な情報提供を心がけてきまし
た。例えば、サークル活動や学内イベント
の紹介、あるいは薬物・飲酒などへの注
意喚起、多様な活躍をする学生や卒業
生の紹介といったことですね。毎号、特
集と複数の定型コーナーで構成し、教授
陣によるリレーコラム「えび茶ゾーン」や
ユニークな学生が登場する「ぴーぷる」
は、昔から根強い支持を得る名物コー
ナーといえます。
　また、一方通行の発信ではなく、読者
である学生との双方向性を重視してい
る点も最近の特徴です。毎年、春と秋の
2回、学生から読者モニターを公募し、約
80名に誌面の感想をヒアリングするとと
もに、誌面で紹介すべき話題や人、ス
ポットなどを推薦してもらっています。そ
うした生の声を反映するほか、広告研究
会などの公認サークルに表紙デザイン
を依頼するなど、早稲田の学生たちが

持つ多彩な個性やスキルを誌面づくり
に活用する取り組みも行っています。

　創刊以来、誌名を変更したり、白黒から
カラーになったり、幾度かの変遷をたどっ
てきたウィークリーですが、今年4月に新
たな一歩を踏み出しました。約50年続け
てきた紙媒体による発行を止めて、Web
マガジンに一本化したのです。
　もともと紙媒体は文字数が制限され
るというジレンマを抱えていました。一つ
のテーマを深掘りしたくても、紙幅の関係
でなかなか実現しなかったのです。しか
し、Webであれば文字の制約を受けるこ
ともありません。それに、読者モニターの
意見や一部Webで公開していた記事の
閲覧実績を検証するなかで、密度の濃い
充実した企画が人気を得ていることも分

双方向性を重視した
“早大生応援誌”を発行

4月にWebへ完全移行
教養を刺激する媒体へ

情報提供により
充実した学生生活をサポート

学生生活課 広報デスク

4月にオープンしたばかりのWeb版ウィーク
リー。写真もテキストも充実した読み応えの
ある記事を公開しています。月曜日を更新開
始日とし、毎日何かしらのコーナーで新着記

事をアップ。また人気企画は引き継ぎつつ、
留学生に母国を紹介してもらうといった、新
しい企画もスタートさせています。

■ Web版早稲田ウィークリー

　毎週欠かさず読んでいますが、大学に関する
情報はもちろん、授業のレビューやさまざまなコ
ラムがあり、飽き性の私でも自然と読み続けるこ
とができました。紙で発行していたときもページ
数は8ページと少ないものの、読み応えがありま
した。特に新入生でまだ大学についてよく分から
ないことが多い人にはぜひ読んでもらいたい広
報マガジンです。これからはWebで写真や動画
なども多用され、より内容の濃いものになると期
待しています。

『早稲田ウィークリー』読者モニター
創造理工学部 2年生

山野奨太さん

Voice 学生からのコメントをご紹介します。
New Open

URL : http://www.waseda.jp/inst/weekly/

18



かっていました。こうした読者のニーズも
踏まえ、より読み応えのある内容にしたい
と考えたことが、Webマガジン化に踏み
切った大きな理由です。
　新たなWeb版ウィークリーは、「学生の
精神的・知性的滋養となる情報の提供」
というコンセプトを加えて編集を行ってい
ます。従来担ってきた学生生活に役立つ
という機能にプラスして、教養面を刺激す
る機能も強化するというイメージですね。
　個別のコンテンツづくりに関しては、
学生が主役という従来の方針は踏襲し
つつ、著名人にも多数登場してもらうこと
で、記事の話題性や深みが増すよう工夫
しています。

　Webマガジン化のメリットは文字数の

制約から開放されるという以外にも、いく
つかあります。主に学内での配布に限ら
れていた紙媒体と違って、世の中に広く
あまねく情報を届けられる点もその一
つ。インパクトのある内容であれば、SNS
などを通じて全世界に記事が拡散され
るでしょう。そのため早稲田大学のブラ
ンディングに、今まで以上に貢献できるよ
うになると考えています。
　さらに、パソコンはもちろん、スマート
フォンの画面でも最適なサイズで表示で
きるマルチデバイス対応のため、いつで
も、どこからでもアクセスが可能であり、
利便性の面でも優れているといえます。
　また、記事を即時にアップできることか
ら速報ニュースを掲載する、より効果的
な情報発信を目指して閲覧履歴を検証
する、といったことも可能になります。
　従来は学外の方の目になかなか触れ
にくかったウィークリーですが、Webマガ

ジン化によって保証人の方をはじめとす
る多くの方との距離を縮めることができ
ました。ぜひこの機会にサイトを訪れ、
ウィークリーでしか見られない、元気に輝
く学生たちの姿、そして早稲田大学の今
をご覧いただければと思います。

世の中に
広く情報を届ける

プロフィール　
せきぐち・やすお
1989年早稲田大学入職。その後、事務システムセ
ンター、教務部教務課、法学部事務所、総長室秘
書課、125周年記念事業推進室、総務部総務課、
総長室秘書課を経て、学生部学生生活課長に着
任。現在に至る。

学生部 学生生活課長

関口八洲男

広報デスクが手がけるそのほかの媒体です。

「この一冊で早稲田大学の
教育・研究が分かる」をコ
ンセプトに年1回、春に発
行している学園誌。新入
生オリエンテーションの
時に配布しているほか、学内
ラックにも置いています。

早大生に必要な情報が網羅された、4年間利用
できる手帳。スケジュールや目標管理シート、学
内の組織や施設、キャンパスマップなどを掲載。

■ 早稲田大学キャンパスハンドブック

■ 新鐘

毎年5月に実施している学
生活調査の結果をまとめ、
10月に発行しています。早
大生の全体像を把握でき
る貴重な資料。

■ 学生生活調査報告書

　Webサイトの更新や「ワセメシ」の取材
など、さまざまな仕事をさせてもらっており、
学生スタッフとして楽しみながら働いていま
す。紙媒体での発行取りやめは寂しさもあ
りますが、Webマガジン一本化へとリニュー
アルすることによって『早稲田ウィークリー』
の可能性はもっと広がっていくと思っていま
す。私自身も新たな気持ちで仕事に臨むと
ともに、今まで以上に多くの人に読んでもら
えるように努めていきたいです。

広報デスク 学生スタッフ
文化構想学部 4年生

五十嵐多喜さん

学生からのコメントをご紹介します。 Other Books

学生生活課広報デスクの皆さん
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index
1月 January

18日

スタンフォード大学 Kenneth Schultz 教授
特別講義「領土紛争から推論できる
政府の意図とは」開催

CTIVITYA

19日

コロンビア大学リチャード・ペーニャ教授の
講演会「異なる国に寄せる波　フランス、
ブラジル、日本のニューシネマの比較」開催

CTIVITYA

26日

スマート社会技術融合研究機構が
「エネルギー・リソース・アグリゲーション・
ビジネス・フォーラム（ERABF）」を設置

CTIVITYA

11日

理工学術院・渡邊克巳教授ら
研究グループが音声から感情を誘導できる
デジタルプラットフォームを開発

➡P23 Pick Up

ESEARCH & EDUCATIONR

2月 February
1日

理工学術院・紙屋雄史教授ら
研究グループが「先進電動バス

“WEB-3 Advanced”」の開発に成功
➡P24 Pick Up

ESEARCH & EDUCATIONR

NIVERSITYU

3日

2015年度「早稲田大学リサーチアワード」
授与式開催

NIVERSITYU

31日

医療に携わる校友による
「稲門医師会」が誕生� ➡P23 Pick Up

NIVERSITYU

19日

ファーストリテイリング柳井正社長との
対話による勉強会「事業経営に
安心・安定・安全はない」 を開催

➡P22 Pick Up

NIVERSITYU

3日

2015年度「早稲田大学ティーチング
アワード」 授与式を開催

14日

早稲田文化芸術週間2015 
Waseda Vision150特別企画 

「未来の早稲田を、描き変えろ。」開催

CTIVITYA

18日

鎌田総長と細江茂光岐阜市長が
「国際社会で活躍する人材の育成とは」を
テーマに対談

CTIVITYA

17日

理工学術院・片岡淳教授が参加する
X線天文衛星ASTRO-H を載せた
H-IIAロケット30号機の打ち上げ成功

ESEARCH & EDUCATIONR

26日

理工学術院・高西研究室と大学高等研究所・
橋本研究室が製作協力したロボットが
上演作『漫劇!!手塚治虫 第三巻』に登場

➡P24 Pick Up

ESEARCH & EDUCATIONR

14日、15日、18-20日

早稲田大学の持続型食・農・バイオ研究所と
吉野家ホールディングスによる共同研究の
一環で、学生に1日限定数の牛茶飯を提供

ESEARCH & EDUCATIONR

NIVERSITYU

24-26日

2015年度卒業式・修了式および
学位授与式を開催� ➡P3 Headlines

6日

「地域交流フォーラム in 台湾」を開催
➡P22 Pick Up

CTIVITYA

11日

WAVOC協力・早稲田大学気仙沼チーム
主催の東日本大震災追悼展示

「東北を想い、ともに歩む」 を開催

CTIVITYA

24-26日、4月1-3日

「早稲田スポーツ展
〜 仰ぐは同じき理想の光〜」を開催
� ➡P24 Pick Up

CTIVITYA

18日

美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業
みのかも「声のドラマ」の会朗読公演を実施

CTIVITYA

3月 March

2日

「第6回日本学術振興会育志賞」
授賞式開催。法学研究科の根岸陽太さん、
先進理工学研究科の藤原和将さんが選出

RIZEP

2日

世界最先端のロボット研究拠点
「次世代ロボット研究機構」を開設

CTIVITYA

2日

アシックスとの共同研究を発表
ESEARCH & EDUCATIONR

3日

防衛医大および名古屋大との共同研究で
腸の癒着を予防するナノ絆創膏を
世界初報告。� ➡P23 Pick Up

ESEARCH & EDUCATIONR

18日

理工学術院・服部正平教授ら
共同研究グループが健康な日本人の
腸内細菌叢の特徴を解明

ESEARCH & EDUCATIONR

17日

理工学術院・石渡信一教授ら
研究グループが筋管細胞の蛍光寿命に
温度依存症があることを発見

ESEARCH & EDUCATIONR

18日

西武ライオンズとの共同研究開始
「野球観戦が高齢者の健康に与える効果」
を検証

ESEARCH & EDUCATIONR

4月 April
1-3日、9日

2016年度の入学式を開催
➡P3 Headlines

NIVERSITYU

28日

「3.1 フィリップリム」
共同創業者2人による講演会を開催

➡P24 Pick Up

CTIVITYA

17日

早稲田大学ア式蹴球部（女子）が
「第24回全日本大学女子選手権」優勝。
5年ぶり4度目の大学日本一に

CTIVITYA



21

研究・教育R受賞P 各種活動A大学全般U

U
N

IV
E

R
S

IT
Y

2017年度より出願も入学手続きもインターネット経由で　

学部一般入試・センター利用入試（2017年4月入学者）よりWで導入
　早稲田大学では2017年度学部一般
入試・センター利用入試（2017年4月入
学者）より、出願・入学手続の方式を従
来の紙媒体によるものから、インター
ネットを利用した方式へと変更します。
これにより、出願にあたり願書の取り寄
せが不要となるため、地方在住で身近

に願書が販売されていない場合や、締
切日間近で手元に願書がない場合で
も出願が可能となります。なお、インター
ネット環境が無い受験生には、代行入
力によりサポートを行う予定ですので、
本学への進学を希望する受験生が環
境によって志願できないことはありま

せん。
　本制度の詳細は、2016年11月上旬頃
に本学入学センター webサイトに掲載
する「2017年度早稲田大学入学試験
要項」にてご確認ください。
         http://www.waseda.jp/inst/admission/URL
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NHK World で早稲田大学特集

「TOKYO EYE on Campus: Waseda University」
　1月13日、NHKの海外向けサービス

「NHK World」、「TOKYO EYE on 
Campus: Waseda University」が公開
されました。今回、海外の視聴者に東

京の魅力を紹介する番組「Tokyo Eye 
2020」※の「Campus Eye」シリーズの
第二弾として、第一弾の東京大学に続い
て取り上げられることとなった早稲田大

学。学生生活や国際
教養学部および日
本語教育研究セン

ター（CJL）の授業、学生が企画し運営
するICC（International Community 
Center）の活動、国際学生寮WISHの
施設と研修プログラム、学生・教職員の
インタビューなど、早稲田大学の“今”を
体感できるさまざまなシーンが30分弱
にわたって紹介されました。

※ ‌�「Tokyo Eye 2020」は、NHK World による
海外向け英語番組、また国内ではBS1で放
送され、NHKのウェブサイトからもアーカイ
ブ動画を閲覧することができます。日本人と世界から来た学生が学ぶ授業 国際教養学部長ピニングトン教授
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先端研究「沿岸災害、津波と高潮」の成果を世界へ

早稲田大学のedXにおける第一弾講座配信
　早 稲田大学は、MOOCs（Massive 
Open Online Courses：大規模公開オ
ンライン講座)の提供機関であるedX※

との提携第一弾の講座として、2016年
1月より“Tsunamis and Storm Surges: 

Introduction to Coastal Disasters”
（講師：柴山知也 理工学術院教授）を
配信しました。柴山教授の30年間にわ
たる津波・高潮研究の成果を集約した
本コースは、2004年インド洋津波災害、

2011年東北地方太平洋
沖地震津波災害、2013
年フィリピンHaiyan高潮
災害などを科学的に分
析し、工学的対処法を紹

介して減災への意識を高めるほか、世
界に向けて沿岸災害研究の最先端事
例を7週間にわたり配信しました。
　また、第二弾講座として、2016年11月
には世界の日本語学習者に向けて、

「Japanese Pronunciation for Communication」
（日本語教育研究科・戸田貴子教授）を
配信する予定です。
※�ハーバード大学とマサチューセッツ工科大学
（MIT）が共同で設立したオンライン授業配信
プラットフォーム。早稲田大学は、edXと講座
配信に関する提携契約を2015年9月に締結。

「このオンライン講座を通して、
日本まで留学に来られない学生
にも、知識を発信し、減災研究に
取り組むきっかけにしてもらいた
い」と熱意を語る柴山教授 URL        https://www.edx.org/school/wasedax

同講座の内容は、以下のサイトより視聴できます。
早稲田大学edXサイト（WasedaX）
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先輩から後輩へ 台湾に広まる早稲田の魅力

地域交流フォーラム in 台湾に500名以上が参加
　3月6日、台湾・台北市のAmbassador 
Hotelにて「地域交流フォーラム in 
台湾」を開催し、500名以上が来場しま
した。好評であった昨年度に続き、今回
は本学の教育・キャリア関係の説明、若
手卒業生のキャリア座談会、進学相談
会、台湾のビジネスや研究に関する講演
会、子供向けの科学実験教室などさら
に充実した内容で開催されました。本会
は本学の台北国際交流センター（台北

事務所）や、春休み中に帰省している在
学生、若手校友など25名以上の協力を
得て、現地での実施に至りました。
　本学が台北国際交流センター（台北
事務所）を開設したのは2008年7月。以
来、学生同士の交流や若手校友とのふ
れあいを大切にし、さまざまなイベント
を頻繁に開催。現地から早稲田の魅力
を発信し続けてきました。台湾における
本学の知名度もアップしており、2008年

には200人に満たなかった台湾からの
留学生が2015年11月にはほぼ倍増の
400人に迫る勢いです。今後もますます
繋がりを深めていくと期待されます。 

若林正丈教授（政治経済学術院）は専門の台
湾研究をテーマに台湾語で講演。会場から飛び
出すあらゆる質問に教授がユーモアを交えて回
答し、会場は終始和やかなムードに

　1月19日、国際会議場井深大記念ホー
ルにて、早稲田大学政治経済学部卒業
生であり、㈱ファーストリテイリング代表
取締役会長兼社長の柳井正氏をお招き
し、経営者を目指す約160名の本学学
生および全国から集まった約100名の
若手経営者との「対話による勉強会」
を開催しました。
　この勉強会は、柳井氏の「日本を元
気にしたい」「若い人にもっと挑戦と飛

躍をしてほしい」という想いから本学で
の開催に至ったものです。冒頭、柳井社
長は「もっとも面白い仕事の一つが経
営者」と述べ、自身の経営哲学の一端
を紹介したのち、この勉強会で重きが
置かれていた「対話」が行われました。
　「対話」は、参加者から投げかけられ
た質問に対して、経営の原理原則などを
踏まえ、柳井氏が自らの言葉で答える形
式で、活発な議論が行われました。学生

からのさまざまな質問に対して、柳井氏
は今後の学生の指針となる厳しくも説得
力のあるアドバイスと激励を送り、勉強
会は盛会のうちに幕を閉じました。
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「事業経営に安心・安定・安全はない」

ファーストリテイリング柳井正代表取締役会長兼社長との
「対話による勉強会」を開催

参加者からの質問に答える柳井社長
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共同研究を強化、推進

早稲田大学・英バーミンガム大学が提携
　早稲田大学は、国際的な共同研究を
拡大するため、英国バーミンガム大学と
の組織的な研究連携をスタートさせまし
た。連携に際し、3月初旬に森田典正国

際担当理事（国際学術院教授）をリー
ダーとする早稲田大学代表団15名が
バーミンガム大学を訪問。シェイクスピア
研究、スポーツ科学、ロボティクス、言語

学の各分野の研究者との情報交換や
今後の連携に向けた協議を行いました。
　また、今回の訪問では、バーミンガム大
学のシェイクスピア研究所を擁する
School of English, Drama and American 
& Canadian Studiesと、早稲田大学坪
内博士記念演劇博物館、早稲田大学
文学学術院との間で研究連携にかか
る協定を締結。シェイクスピアの没後
400年にあたる2016年、これを機にシェ
イクスピアに関する多様な研究がます
ます加速することが期待されます。

協定締結の署名式：左より森田典正早稲田大学国際
担当理事、岡室美奈子早稲田大学演劇博物館館長、
Adam Tickellバーミンガム大学副学長、Tim Softley
バーミンガム大学研究／知識移転担当副総長補佐

シェイクスピア研究所で早稲田大学のシェイ
クスピア研究について説明を行う冬木ひろみ
早稲田大学文学学術院教授
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防衛医大、早大、名古屋大の共同研究

手術で使える腸に貼る癒着防止ナノ絆創膏 
　防衛医科大学校の研究グループ
は、早稲田大学と名古屋大学医学部
小児外科の研究グループとの共同研
究により、膜厚80nm※の薄膜からな
るナノ絆創膏をマウスの傷付いた腸
に貼ることで、腸の癒着を予防できる
ことを世界で初めて報告しました。こ
の薄膜シートは接着剤なしにあらゆ
る臓器や組織の表面に間隙なくぴっ

たりと貼付できる、いわば「ナノ絆創
膏」で、さらに興味深いことに癒着を
防ぐ働きがあることを発見しました。
ナノ絆創膏は体に吸収されるポリ乳
酸から作られており、感染を増悪させ
る作用もないため感染があっても使
える長所が考えられ、従来有効な対
策がなかった穿孔性腹膜炎時の腸
癒着の予防、とくに将来ある小児で

の腸癒着の予防に大いに役立つと期
待されます。
※�1nmは1mmの百万分の1
※�本研究成果は、ヨーロッパの外科系雑誌では最

も権威のある英国外科学会誌 British Journal 
of Surgery（3月3日電 子 版、5月第103巻6号
誌上掲載）に掲載されました。

ナノ絆創膏（中央
の透明四角部分）
をマウスのしょう
膜が欠損した小
腸に貼るところ

「泣くから悲しい？」自分の声を聞くと気持ちも変わる

意識下の音声操作によって自己感情を変調することに成功
　渡邊克巳理工学術院教授らを含む
研究グループは、人が話している時に音
声に感情表現を与えることのできるデ
ジタルプラットフォーム（Da Amazing 

Voice Inflection Device: DAVID）を開
発しました。さらに、このプラットフォー
ムを用いて、被験者が音読している時
に、「楽しい」「悲しい」「怖がっている」
ように聞こえる感情フィルタをかけなが
ら自身の声を聞かせると、自分の声の変
化に気づかない時でも、自身の感情を
変化させることが可能であることを明
らかにしました。音声による感情表現と
自己の感情の知覚が、どのような関係
にあるのかは、心理学の分野でも長い
間分かっておらず、今回の研究の結果

は、自己の感情知覚における音声フィー
ドバック効果を、純粋な形で示すことに
成功したものと言えます。
　本研究で用いた音声感情誘導の手
法（DAVID）は、オンラインで音声に
感情フィルタをかけることができるた
め、音声知覚、感情知覚、自己知覚な
どに関する実験心理学・認知心理学・
神経科学的研究を含めた幅広い研究
分野での活用が見込まれます。
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※�今回の研究成果は、『米国科学アカデミー紀

要』に、1月11日15時（東部標準時）に掲載され
ました。
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様々な機関との連携で本学の独創的な研究を推進

医学部のない早稲田大学に
「稲門医師会」が誕生

　早稲田大学では、卒業した後に別の
大学等で学び直し、医療に従事するあ
るいは医療に従事しながら本学に入
学し、卒業した校友（卒業生）は少なく
なく、医療関係者の稲

とうもん

門会※設立が強
く要望されてきました。この度医療に
携わる本学校友により設立されること
となった「稲門医師会」。2016年1月31
日に行われた設立総会では、医師91
名、歯科医師15名、薬剤師6名、看護師

8名、準会員（学生）13名の計133名（総
会当日現在数 4月1日現在は205名）の
全会員数のうち91名が出席し、今後校
友ネットワークを構築していき、会員の
相互交流、社会への情報発信、大学と
の健康・研究教育面での連携、地域稲
門会・校友との連携など、様々な観点
からの活動を展開していくことが確認
されました。鎌田総長も設立総会・懇
親会に出席。医学部はなくとも医理工

連携をキーワードとした医学と理工学
を融合させた新たな学問分野の創出
など、様々な機関と連携しながら本学
の独創的な研究を引き続き推進してい
くことを誓いました。
※早稲田大学の卒業生の団体

会長に選出された羽鳥裕氏
（日本医師会常任理事、はとりクリニック理事長）
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短距離走行・高頻度充電がコンセプト

ユニークな先進電動バスが完成、実証試験を開始
　紙屋雄史理工学術院教授、株式会
社東芝らの研究グループは、電源コー
ド等を接続しなくても遠隔給電が可
能な最新のワイヤレス充電装置とリチ

ウムイオンバッテリを搭載した「先進
電動バス“WEB-3 Advanced”」の開
発に成功しました。本研究は、環境省
が公募した「CO2排出削減対策強化

誘導型技術開発・実証事
業」における採択課題。
早稲田大学と株式会社
東芝は、電動バスの実証
事業に係る委託先に選
定され、2016年2月1日より
川崎市・全日本空輸株式

会社の協力のもと公道実証試験を開
始しています。公道での走行を通して、
普及の際のポイントとなる充電作業に
係る利便性を検証すると共に、CO2削
減効果やランニングコスト削減効果、さ
らには乗車環境の改善効果や周囲環
境へ与える負荷の微小性の評価等も
行います。これらの成果を公開するこ
とで、“ヒトにも地球にも優しいワイヤレ
ス充電型電動バス”をPRし、社会にお
ける認知度と受容性を高めます。
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実証試験準備中のWEB-3A 磁界共鳴型ワイヤレス充電装置
（車載側）

手塚漫画最大の怪キャラクター“ヒョウタンツギ”“スパイダー”

『漫劇!!手塚治虫 第三巻』のロボット製作に協力
　2月26日〜28日にかけて上演された、
総合芸術集団「Human Art Theater

（HAT) 」による『漫劇!!手塚治虫 第三
巻』。漫画と演劇の融合がコンセプトの
舞台に「ガス抜き役」として登場した

“ヒョウタンツギ”“スパイダー”のロボッ
トの製作に、早稲田大学理工学術院
の高西研究室と早稲田大学高等研究
所の橋本研究室が協力しました。昨
年の『漫劇!!手塚治虫 第一巻』のピノ

コロボットに続き、製作に協力した高
等研究所の橋本健二助教は、「昨年8
月から準備を始め、学部3年生と修士1
年生の授業の一環として約半年間で
ロボットを製作しました。ゲーム用の
ワイヤレスコントローラを使用し、舞台
袖から役者さんがロボットを操縦でき
るようにしました。4公演のうち1回で
スパイダー 1台に不具合が出ました
が、演劇の醍醐味でもある役者の方の

アドリブで乗り切ることができ、ホッと
しています」と話しました。
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ロボット製作に携わった高西研究室のメン
バー、橋本健二助教（後列中央）、スパイダー

（左２台）とヒョウタンツギ（右）

“Winner”となった早大生選手の活躍がテーマ

早稲田スポーツ展　仰ぐは同じき理想の光
　3月24日～ 26日の卒業式、4月1日～
3日の入学式限定で、早稲田大学競技
スポーツセンターと早稲田スポーツ新
聞会共催「早稲田スポーツ展～仰ぐ
は同じき理想の光」が開催。早稲田ス
ポーツの写真や映像、ユニフォームや
グッズが27号館ワセダギャラリーに展
示されました。共催の早稲田スポーツ
新聞会は早稲田大学44の体育各部す
べての取材を行い、新聞「早稲田ス
ポーツ」を発行する大学公認サークル。

メンバーの三佐川唯さんと進藤翔太
さんは、「日々、努力を重ねる早大生選
手の活躍する姿を広く知ってもらうた
めに、全国各地を飛び回っています。
早大生の頑張りや活躍を、一人でも多
くの卒業生、新入生に知ってほしい。
今回の企画展は、結果を出してくれた
選手たちを讃えて“Winner”という
テーマにしました」と話します。新聞で
は使われないことが多い選手同士の
熱い抱擁の写真や、臨場感あふれる

プレー中の写真が厳選された今回の
展示。“Winner”となった早大生選手
の活躍が多くの来場者の目に触れる
良い機会となりました。
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手前から春夏秋冬と季節の順に並べた写真
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2017年春採用の就職活動が本格化

学内合同企業説明会開催
A
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Y 　3月1日から17日までの13日間に早稲
田キャンパスにおいて、学内合同企業
説明会を開催しました。大学内で行わ
れる本説明会は、企業・団体等を大学
に招聘し、就職活動を行う学部3年生・
修士1年生以上の学生に対し、企業研
究の場を提供するものです。
　早稲田大学の学内合同企業説明会
は、1教室1企業のみとし、学生は座っ
て説明を聴くことができます。また、時
間割を定めて1時間の説明と質疑応答
の時間を確保しています。企業の説明
は早大生に向けた内容となっており、
またOB・OGが直接早大生の抱く疑

問や不安に対し説明してくださる企業
も多く見られます。併せて、グローバル
人材に向けた英語による説明会も開
催しています。
　13日間の参加企業数は447社、累計
参加学生数は31,612名、延べ参加学生
数は106,677名となりました。参加者学
生数、参加企業数と顔触れにおいて国
内有数といえるでしょう。
　例年、この学内合同企業説明会を
きっかけにエントリー・選考・内定に
つながるケースが多々あります。
　学生がこうした機会を活用し、多く
の企業に接し、十分に企業研究を行

い、より適した進路選択ができること
をキャリアセンターは期待しています。

学生で埋まった説明会会場

雨の中、受付に並ぶ学生たち

学生たちが“早稲田の未来”を提案

第4回「Waseda Vision 150 Student Competition」開催
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Y 　今年で第4回目を迎えた「Waseda 

Vision 150 Student Competition」の
決勝大会が3月14日、小野記念講堂で
開催されました。中長期計画“Waseda 

Vision 150”のもと、大学の主役である
学生たちが“Wasedaの未来”を提案す
る本企画。今回は24チーム総勢約100
名の学生がエントリーし、1次予選2次

予選を勝ち抜いた上位8チームが決勝
大会に進出しました。
　キャリア支援やキャンパス間移動の
ためのレンタル自転車導入など身近な
問題に対する提案の他、地方との連携
や留学生交流、教育改革など大学全体
への改革案もあり、早稲田大学をより良
くしたいという学生たちの真摯な想い
が詰まったプレゼンテーションとなりま
した。これらの中から、第4回の総長賞
に輝いたのはキャリア支援の改革を提
案したチーム「AM1時50分」の国際教
養学部3年生の二人でした。
　過去3回の提案内容と同様に今回の
提案も大学の将来計画とあわせて検討
していきます。

http://waseda.commonswith.com/
contest/vision150/

※�大会の様子、過去3回の提案内容の実現内容
など詳細は大会HPをご覧ください。

※�本大会は、早稲田大学校友会・早稲田大学デ
ジタルキャンパスコンソーシアム（DCC）の協
力のもと開催しました。

URL

結果 チーム名・発表テーマ・チームコメント

総長賞（金賞）

チーム名：AM1時50分　　　　発表テーマ：キャリアセンター改革
チームコメント：現代の若者に合ったSNSを通した広報戦略とコンテンツの改善・追加
により、入学から就職まで最大限活用されるキャリアセンターの姿を実現します。キャリア
センター分室の設置や学生アドバイザーの拡大などにより、キャリアセンターの認知度を
あげ、リピーターとなってもらう仕組みづくりを提案します。

銀賞

チーム名：早稲田弁茶食堂　　　発表テーマ：早大生アイディア食堂
チームコメント：早大生の主体性向上を目的としています。食堂を舞台にし、企業、生協、大
学間の架け橋を学生が担い、これらの組織が一つになって、大学をより良いものにしてい
こうという企画です。

銅賞

チーム名：Team IMSE　　　　発表テーマ：レンタル自転車を設けよう!!!
チームコメント：大学内に無料レンタル自転車を設置します！これにより、他キャンパスで
行われる授業・サークルへの参加を容易にし、学生間の交流を深め、早大生の多様性を
高めることを目指します。

進取の精神賞
チーム名：WASEDAに住もう！　発表テーマ：WASEDAおかえりプロジェクト
チームコメント：私たちが提案する「学内ホームステイ」、外国人留学生が日本人学生の
家にホームステイをするこの企画で、早稲田に新しい交流のカタチを作ります！

審査委員特別賞 チーム名：Waseda Sisters、リーディング実体情報学、Waseda Startup、田舎の西北

「AM1時50分」の
杉村まり子さん（左）と
加藤亜利沙さん（右） 予選を勝ち抜き決勝大会へ進んだ上位8チーム
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大手を中心に、例年の傾向は変わらず

2015年度の就職状況について
　早大生の卒業後の進路は、「就職７割、
進学２割、その他１割」となっています。
就職者は約9,100名。そのうち約半数が
いわゆる大手企業300社に就職する一
方、全体では約2,900社の企業・団体等
に就職し、早大生は様 な々分野で活躍
の場を求めています。例年のこの傾向
は、採用スケジュールが大きく変更され
た2015年度も変わりませんでした。

　学部生は、進路報告者9,580名のうち、
就職6,984名（72.9 ％）、進学1,872名

（19.5％）、資格試験等準備210名（2.2%）、
その他514名（5.4％）となっています。
2015年度は前年度に比べ、就職1.2ポイン
ト増、進学は0.1ポイント減となっています。
　また、大学院生（修士課程）は、進路報
告者2,952名のうち、就職2,127名（72.1％）、
進学245名（8.3％）、資格試験等準備233
名（7.9%）、その他347名（11.7％）となって
います。前年度に比べ、就職1.4ポイント
増、進学0.1ポイント減、資格試験等準備
1.3ポイント減となっています。
　企業別の就職状況（20名以上）は右
表のとおりです。金融機関、公務員、通信
業、製造業が上位を占めるなど、ほぼ例
年通りの傾向となっています。
　学部生と大学院生（修士課程）の「そ
の他」の合計861名の内訳は、アルバイト
92名、科目等履修生22名、その他118名、
未定235名、就職活動中394名です。その
他118名の中には、帰国の他、海外ボラン
ティア活動、劇団員、小説家、起業準備な
ど、積極的に自分の夢の実現に向かって
進んでいる卒業生が多く含まれています。
　職種別では、男性は、民間総合職・専門
職等92.0％、民間一般職0.2％、公務員・
教員7.7％、会社役員等0.1％です。女性は、
民間総合職・専門職等84.4％、民間一般
職5.4％、公務員・教員10.1％、会社役員等

0.1％です。女性も男性と同様に総合職や
専門職に就いています。
　2015年度の就職率は95.9％（4月14日
現在、「就職希望者」を「就職者」と「就
職活動中の者」の合計として算出）。前年
度も95.9％でしたので、変わらず就職を
希望した学生の大多数が就職先を決
めて卒業しています。

　キャリアセンターでは、すべての学生に
対して進路を考える「みらい設計」支援
と就職活動期の学生に対して就職活動
支援を行っています。また、両方に共通す
る支援として個別相談を行っています。
これらの支援は、全てのプログラムが連
動しており、表層的な就職支援に留まら
ず、厳しい社会を生き抜き、さらなる活躍
ができる学生を育成するという方針の基
に編成されています。
　新卒採用スケジュールは2015年、
2016年と2年連続で変更されました。
企業の広報活動の開始時期は卒業・修
了前年度の3月1日と変わりませんが、採
用選考活動の開始時期が、卒業・修了
年度の8月1日から6月1日に変更されてい
ます。キャリアセンターはこのスケジュール
変更に伴い、12月に就職活動ガイダンス
を行い、2月から業界研究講座、面接講
座などを開催し、3月より合同企業説明会
を実施しました。春季休業期間中に就職
活動関連の行事を行うことで、学生が正
課と課外活動に専念できるよう配慮して
います。これにより、本来培うべき学力と
社会人基礎力を含む総合的な人間力を
身につけられるよう支援しています。

卒業生の進路状況

キャリアセンターの「みらい設計」支援・
就職活動支援について

※20名以上の就職先
※表はいずれもキャリアセンター調べ（2016年4月14日現在）

2015 年度進路状況�
進路

報告者 就職 進学 資格試験
受験 その他

学部 9,580名 6,984名 1,872名 210名 514名

大学院
（修士課程）2,952名 2,127名 245名 233名 347名

※進路報告率…学部 96.4％、大学院 93.8％

企業名 合計 男 女
㈱三井住友銀行 118 72 46
㈱みずほフィナンシャルグループ 117 74 43
東京都職員Ⅰ類 116 60 56
㈱三菱東京UFJ銀行 108 53 55
東京海上日動火災保険㈱ 95 36 59
日本アイ・ビー・エム（日本IBM）㈱ 73 46 27
特別区（東京23区）職員 64 29 35
富士通㈱ 63 34 29
三菱電機㈱ 63 52 11
国家公務員一般職 61 34 27
損害保険ジャパン日本興亜㈱ 61 19 42
日本放送協会（NHK） 58 40 18
りそなグループ 54 26 28
㈱ワークスアプリケーションズ 50 32 18
三井住友海上火災保険㈱ 47 20 27
楽天㈱ 47 30 17
㈱エヌ・ティ・ティ・データ（NTTデータ） 46 24 22
第一生命保険㈱ 45 24 21
㈱日立製作所 44 35 9
大和証券㈱ 43 31 12
SMBC日興証券㈱ 41 32 9
ソフトバンク㈱ 41 25 16
三井住友信託銀行㈱ 41 23 18
国家公務員総合職 40 24 16
東京都教員 40 21 19
三菱UFJ信託銀行㈱ 40 34 6
㈱東芝 39 32 7
三井物産㈱ 39 20 19
KDDI㈱ 38 25 13
野村證券㈱ 38 32 6
㈱ゆうちょ銀行 38 18 20
東日本電信電話（NTT東日本）㈱ 37 24 13
三井不動産リアルティ㈱ 37 25 12
三菱商事㈱ 36 29 7
アクセンチュア㈱ 35 25 10
全日本空輸㈱ 35 16 19
日本航空㈱ 34 21 13
キヤノン㈱ 33 24 9
トヨタ自動車（㈱ 33 24 9
明治安田生命保険（相） 33 18 15
日本電気（NEC）㈱ 32 17 15
日本生命保険（相） 31 21 10
日産自動車㈱ 30 21 9
㈱野村総合研究所 30 21 9
住友商事㈱ 29 17 12
パナソニック㈱ 29 23 6
新日鐵住金㈱ 28 19 9
東日本旅客鉄道（JR東日本）㈱ 27 17 10
ソニー㈱ 25 19 6
デロイトトーマツコンサルティング（同） 25 20 5
丸紅㈱ 25 16 9
埼玉県教員 24 16 8
伊藤忠商事㈱ 23 16 7
JX日鉱日石エネルギー㈱ 23 20 3
㈱電通 23 17 6
㈱博報堂 23 15 8
本田技研工業㈱ 23 21 2
㈱ニトリ 22 9 13
みずほ証券㈱ 22 18 4
アビームコンサルティング㈱ 21 16 5
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ 

（NTTコミュニケーションズ）㈱ 21 12 9

神奈川県教員 21 15 6
㈱商工組合中央金庫 21 19 2
大成建設㈱ 21 15 6
東京瓦斯（東京ガス）㈱ 20 15 5
日本郵便㈱ 20 13 7

2015年度企業団体別就職状況（学部･大学院）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■『歴史を射つ 言語論的転回・文化史・パブリックヒストリー・ナショナルヒストリー』
	 鹿島徹（文学学術院）ほか編　御茶の水書房　2015年10月
■『学生のコミュニケーションスキルの学び』
　 木下直子（日本語教育研究センター）、木山三佳、德田恵共著　実教出版　2015年4月
■『留学生の早稲田 近代日本の知の接触領域』
　 李成市（文学学術院）・劉傑（社会科学総合学術院）編著　早稲田大学出版部　2015年12月
■『早稲田学報』
　 早稲田大学校友会 早稲田学報編集室　早稲田大学校友会　2016年1月
■『世界の国々と祝日 その国は何を祝っているのか』
　 本村凌二（国際学術院）監修 　理論社　2016年1月
■『主要国の環境とエネルギーをめぐる比較経済 持続可能社会への選択』
　 太田宏（国際学術院）著　東信堂　2016年1月
■『国際協力 その新しい潮流 第3版』
　 深川由起子（政治経済学術院）ほか著　有斐閣選書　2016年2月
■『早稲田文学　2016年春号』
　 早稲田文学会　筑摩書房　2016年2月
■『日本立法資料全集132　刑事訴訟法制定資料全集－昭和刑事訴訟法編 12』
　 井上正仁（法学学術院）ほか編著　信山社　2016年2月
■『早稲田理工 PLUS 2016』
　 早稲田大学理工学術院総合研究著　朝日新聞出版　2016年2月
■『前漢国家構造の研究』
　 楯身智志（本庄高等学院）著　早稲田大学出版　2016年3月
■『紛争解決学入門』
　 上杉勇司（国際学術院）ほか著　大学教育出版　2016年3月
■『日本漢字文化をいかした漢字・語彙指導法』
　 李軍（教育・総合科学学術院）著　早稲田大学出版部　2016年3月
■『比較政治学の考え方 「考え方」を身につける』
　 久保慶一（政治経済学術院）ほか著　有斐閣　2016年3月
■『六法全書 平成28年版』
　 山口厚（法学学術院）ほか編集代表　有斐閣　2016年3月
■『刑法各論』
　 松原芳博（法務研究科）著　日本評論社　2016年3月
■『会社法のみちしるべ』
　 大塚英明（法学学術院）著　有斐閣　2016年3月

本学で活躍される先生方の著書をご紹介します。
※（　）内は著者・編者・監修者の所属（刊行時）です

Books

今号のオススメ

『ASEAN経済新時代と日本
各国経済と地域の新展開』
トラン・ヴァン・トゥ（社会科学総合学術院）編著
文眞堂　2016年2月

ASEAN経済共同体（AEC）創設、加盟各国の中所得以上発展のASEAN
新時代が到来。高所得国シンガポール、高位中所得国マレーシアとタイ、
低位中所得国インドネシア、フィリピン、ベトナムとラオス、低位中所得国
の仲間に入りかけのカンボジアとミャンマーの現段階と持続的発展の条件を分析し、AEC、
対中・対日関係、メコン河流域開発、平和環境の今後を展望する。類書のない力作である。

『スポーツ都市戦略 2020年を見すえたまちづくり』
原田宗彦（スポーツ科学学術院）著　
学芸出版社　2016年3月

近年、オリンピックなどの巨大イベントとともに、自治体が独自にマラソ
ンなどのイベントをプロデュースし、地域の活性化を図るケースが増え
ている。しかしその一方で、一過性で効果が乏しい施策やイベントも散
見される。本書では戦略的な視点から、スポーツに親しむまちづくりと、
スポーツによる交流拡大に必要な都市政策上の課題と具体的な解き方・進め方を示す。
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早稲田大学の最新情報をお伝えします。
先生方の著書、各種イベントなどぜひご参照ください。Waseda Trend

Events5–8月

本学で2016年8月までに開催されるイベントを一部ご紹介します。詳細は、
直接【問い合わせ先】にご確認ください。その他のイベントにつきましては、
本学Webサイト（http://www.waseda.jp/）学術講演会・公開行事をご覧ください。

Museum Week
①「謎解きミュージアムスタンプラリー」　②「ミュージアムライブ」
会場	①演劇博物館1階廊下（スタート地点）
	� ②演劇博物館前舞台（6/15㈬のみ會津八一記念博物館前）
日程	�①6/13㈪～ 6/24㈮の10：00 ～ 16：30（6/15㈬、6/19㈰除く）
	� クイズに答えながらスタンプを押して周っているうちに多くの「知らなかった」に出

会えます。ゴールではMuseum Week限定オリジナルUSBメモリー（非売品）もプ
レゼント（先着500名）。

	� ②6/13㈪～6/24㈮の平日12：20 ～12：50
	� 博物館を舞台に「早稲田文化」のパワーを盛大に発信します。
	� 【日程／出演団体（予定）】
	� 6/13㈪／交響楽団	� 6/14㈫／和太鼓サークル 魁響
	� 6/15㈬／応援部	� 6/16㈭／ Waseda International Festival
	� 6/17㈮／お笑い工房LUDO	� 6/20㈪／津軽三味線愛好会三津巴
	� 6/21㈫／ WASEDA BALLERS、SHOCKERS	 �6/22㈬／ちんどん研究会、金春会
	� 6/23㈭／choco'to カカオ%、早稲田精神昂揚会
	� 6/24㈮／劇団木霊
問  ��文化企画課　TEL：03-5272-4783（月～金 9時～17時)
　 E-MAIL：art-culture@list.waseda.jp　URL：http://www.waseda.jp/culture/

「文化装置としての『源氏物語』―九曜文庫を中心に―」
（中古文学会・早稲田大学図書館共催、早稲田大学文化推進部協力）

会場	26号館（大隈記念タワー）10階125記念室
日程	�5月13日㈮～28日㈯（10：00 ～ 18：00）※15日㈰のみ休館 
	� 『源氏物語』は千年を超えて読み継がれ、多様な享受形態と文化現象を生み出して

きました。本展示は、早稲田大学図書館蔵九曜文庫の貴重な古典籍を中心に、テー
マごとに構成して陳列します。流通し揺動する、『源氏物語』の豊かな受容の世界を
是非ご覧ください。

問  ��平成28年度中古文学会春季大会準備室　TEL：03-5286-1566

第2回 Rikoh ティータイムシンポジウム
テーマ：「ワークとライフ、自分にいちばん良いバランス」
会場	西早稲田キャンパス55号館1階大会議室
日程	�5月26日㈭14：45～16：30　社会の理工分野で活躍する先輩（女性）の経験をワー

クライフバランスの視点から語っていただきます。特別なお菓子をご用意しますの
で、事前登録制となります。

問  ��男女共同参画推進室／ワークライフバランス・サポートセンター
　 TEL：03-5286-8482　E-MAIL：support-koryu@list.waseda.jp
　 URL：http://www.waseda.jp/inst/gender-equality/
　　　　※第1回Rikohティータイムシンポジウム プロモーション動画掲載

春のボランティアフェア
会場	国際会議場 井深大記念ホール
日程	�5月20日㈮12：00 ～17：30　テーマは「一緒にやろうよ、ボランティア」。約30の学

生団体が一堂に会し、ボランティアに取り組むきっかけや得たものについて発表します。
問  ��平山郁夫記念ボランティアセンター　TEL：03-3203-4192
　 URL：http://www.waseda.jp/inst/wavoc/volunteerfair/

會津八一記念博物館
①「山口八九子の画境Ⅲ」　②「屏風絵 —近世から近代—」
会場	①企画展示室　②富岡重憲コレクション展示室
日程	�①5月11日㈬～6月18日㈯　山口八九子の展覧会はこれまで数度開催されました

が、本展ではこれまで未公開であった作品を展示すると同時に代表作《牡丹図屏風》
を11年ぶりに展示します。

	� ②5月11日㈬～6月25日㈯　江戸時代前期の作とされる「樹木図屏風」や「許由
巣父図屏風」、明治期の「山水図屏風」など屏風装の作品を中心とした展覧会です。

問  ��會津八一記念博物館　TEL：03-5286-3835
　 URL：http://www.waseda.jp/culture/aizu-museum/

演劇博物館
①特別展「あゝ 新宿―スペクタクルとしての都市」展
②早稲田大学芸術功労者顕彰記念　中村吉右衛門展
会場	①2階展示室　②１階六世中村歌右衛門記念特別展示室
日程	�①5月28日㈯～8月7日㈰　1960年代以降約半世紀にわたる新宿文化の歴史を写

真や映像等の資料を通して振り返り、新宿という街の独自性を再発見します。
	� ②6月7日㈫～8月7日㈰　早稲田大学芸術功労者顕彰を記念して、中村吉右衛門氏

の芸と歩みを紹介。現代歌舞伎の最高峰にたつ当たり役の数々と伝承を解き明かし
ます。イベント「演劇講座―中村吉右衛門氏にきく（仮）」（8月4日・大隈大講堂）
も開催予定。

問  ��演劇博物館　TEL：03-5286-1829　URL：http://www.waseda.jp/enpaku/

伊藤比呂美さんとのワークショップ：日本の古典を現代語に訳してみる
会場	戸山キャンパス33号館3階第1会議室
日程	�5月13日㈮14：00 ～17：00　早稲田の学生たちが、日本を代表する詩人であり坪内

逍遙大賞受賞者である伊藤比呂美さんと一緒に日本文学古典の新訳に挑戦します。
問  ��文化企画課　TEL：03-5272-4783（月～金 9時～17時)
　 E-MAIL：art-culture@list.waseda.jp　URL：http://www.waseda.jp/culture/

中野区・早稲田大学文化交流事業
早稲田大学交響楽団 Maple Concert 2016
会場	なかのZERO　大ホール
日程	�5月15日㈰14：00 ～　「早稲田大学中野国際コミュニティプラザ」開設でますます連

携を深める中野区と早大共催のコンサート。今年はなかのZERO改修のため秋ではな
く春に開催します。チケットは1000円（全席自由）。なかのZEROチケットセンター

（03-3382-9990）で販売。※未就学児入場不可
問  ��文化企画課　TEL：03-5272-4783（月～金 9時～17時)
　 E-MAIL：art-culture@list.waseda.jp　URL：http://www.waseda.jp/culture/
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都電荒川線早稲田駅から徒歩2分

早稲田の風
景

1940 〜 50年代の大隈通り商店街。そこには街と大学が一体と
なって刻んできた早稲田の歴史がある

（写真提供：大隈通り商店街 KY商店会長 薮内健治氏）
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